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今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
９
８
８

６
万
９
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
と
も
総
額
を
６
７
４
億
３
１
３

５
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、
人

件
費
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

一
般
職
職
員
の
給
与
改
定
や
共
済

組
合
負
担
金
の
率
引
き
上
げ
が
当

初
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
等
に

よ
り
、
５
８
０
万
２
千
円
を
減
額

し
ま
す
。

　

次
に
、
総
務
費
で
は
、
地
方
税

法
の
改
正
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
う
た
め
、
５
３
９
万

９
千
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
民
生
費
で
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
よ

り
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費

を
１
億
２
０
７
５
万
円
増
額
し
ま

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
係
る
支
援
業
務

を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
可
決

春
日
部
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
可
決

屋
外
広
告
物
条
例
の
制
定
を
可
決

す
。
次
に
、
入
室
希
望
児
童
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
増
設
に
向
け
た
実
施
設
計

を
行
う
た
め
に
、
３
１
４
万
３
千

円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
土
木
費
で
は
、
安
全
対

策
と
し
て
破
損
等
に
よ
る
市
道
の

危
険
箇
所
を
修
繕
す
る
た
め
に
、

３
千
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
費
で
は
、
ふ
れ
あ

い
家
族
住
宅
購
入
奨
励
事
業
の
申

請
件
数
が
当
初
の
想
定
よ
り
も
増

加
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
８
８

５
万
３
千
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
費
で
は
、
老
朽
化

に
よ
り
機
能
が
低
下
し
た
教
育
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
中
央
図
書
館
の
空

調
設
備
を
更
新
す
る
た
め
、
合
計

１
億
１
４
２
６
万
４
千
円
を
増
額

し
ま
す
。
次
に
、
小
中
学
校
の
普

通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を

早
急
に
着
手
す
る
た
め
の
支
援
業

務
に
、
５
２
５
０
万
３
千
円
を
増

額
し
ま
す
。

討
　
論

い
く
つ
か
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
上
で
、
総
合
的
に

判
断
し
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
職
員
の
給
与
改
定
が

平

成

26

年

度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
を
可
決

主
な
内
容
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
与
が
下
が
り
続
け
る
中
、
賃

上
げ
に
転
じ
る
き
っ
か
け
と
し
て

も
貴
重
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
賛
成
し
ま
す
が
、
同
時
に

い
く
つ
か
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、
市
長
と
議
員

の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
で
す
。

　

２
点
目
は
、
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
の
整
備
費
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
本
質
的
な

狙
い
は
、
社
会
保
障
を
自
己
責
任

の
制
度
に
後
退
さ
せ
、
給
付
の
抑

制
を
行
う
こ
と
で
、
国
と
大
企
業

の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
情
報

保
護
の
点
か
ら
も
、
市
が
そ
の
仕

事
を
肩
代
わ
り
す
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
小
中
学
校
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業
で
す
。

全
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

子
ど
も
、
父
母
、
教
育
関
係
者
を

は
じ
め
、
市
民
の
強
い
願
い
で
す
。

今
回
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た

こ
と
は
、
大
い
に
歓
迎
す
る
も
の

で
す
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
手
法
が

最
も
適
し
て
い
る
と
い
う
判
断
に

は
疑
問
が
残
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

精
査
の
上
、
手
法
を
変
更
す
る
こ

と
も
含
め
、
最
も
適
し
た
手
法
で

一
日
も
早
い
設
置
を
求
め
、
こ
の

補
正
に
賛
成
し
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
で
、
土
木
費

に
つ
い
て
は
、
道
路
施
設
維
持
管

理
事
業
と
し
て
３
０
０
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
の
維
持
補
修
に
関
す
る
市
民

か
ら
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
あ

り
、
適
切
な
道
路
維
持
管
理
を
行

う
た
め
に
増
額
補
正
す
る
も
の
で
、

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
教
育
費
、
小
学
校
普
通
教

室
等
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
３
５
０

０
万
２
千
円
と
、
中
学
校
普
通
教

室
等
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業
１
７
５

０
万
１
千
円
の
増
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
早
急
に
着
手
す
る

た
め
に
、
エ
ア
コ
ン
整
備
に
係
る

支
援
業
務
を
実
施
す
る
た
め
増
額

補
正
す
る
も
の
で
、
児
童
生
徒
の

教
育
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
も

の
と
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
を
確
保

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
埼
玉
県

内
で
初
め
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
選
択

し
、
国
の
補
助
金
と
市
債
を
活
用

す
る
こ
と
は
、
将
来
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
た
適
切
な
財
政
処
置
で

あ
り
、
執
行
部
の
判
断
に
大
い
に

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
や

教
育
環
境
の
改
善
が
図
れ
る
点
を

評
価
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
の

増
加
に
伴
い
、
国
と
県
か
ら
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
を
合

計
し
て
９
０
１
３
万
２
千
円
増
額

し
ま
す
。

　

次
に
、
前
年
度
負
担
金
の
精
算

に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
返
還
金
を
６
０
３
８

万
７
千
円
増
額
し
ま
す
。

　

次
に
、
市
債
と
し
て
、
教
育
セ

ン
タ
ー
設
備
改
修
工
事
お
よ
び
中

央
図
書
館
設
備
改
修
工
事
を
実
施

す
る
た
め
に
、
合
計
１
億
２
８
０

万
円
借
り
入
れ
ま
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】
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期
待
し
、
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
国
庫
補
助
等
の
有
効
活

用
、
経
費
節
減
に
努
め
、
効
率
的

な
財
政
運
営
を
継
続
さ
せ
る
こ
と

を
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

春
日
部
市
春
日
部
第
１
児
童
セ

ン
タ
ー
（
エ
ン
ゼ
ル
・
ド
ー
ム
）

は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て
指
定

期
間
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
応
募
事
業
者
は

２
団
体
で
、
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

春
日
部
市
春
日
部
第
１
児
童
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委

員
会
に
お
い
て
、
申
請
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
た
書
類
を
確
認
す
る
だ

け
で
な
く
、
事
業
計
画
の
内
容
や

事
業
提
案
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
①
現
在
の
指
定
管

理
業
務
を
良
好
に
運
営
し
、
今
後

も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待

で
き
る
こ
と
②
児
童
館
の
豊
富
な

運
営
実
績
で
、
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
安
全
性
を
考
慮
し
、
安

定
し
た
管
理
・
運
営
が
期
待
で
き

春
日
部
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー

（
エ
ン
ゼ
ル
・
ド
ー
ム
）
の

指
定
管
理
者
の
指
定
を
可
決

る
こ
と
③
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
形
成
や
地
域
活
性
化
の
効
果

に
よ
る
地
域
貢
献
が
期
待
で
き
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
株
式
会
社

こ
ど
も
の
森
」
を
指
定
管
理
者
候

補
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
す
る
期
間
は
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

討
　
論

子

ど

も

た

ち

の

健

全

育

成

に

市
が
し
っ
か
り
と
責
任
を
果
た
す
よ
う

求

め

反

対
（

日

本

共

産

党

）

　

こ
の
議
案
は
、
春
日
部
市
春
日

部
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
（
エ
ン
ゼ

ル
・
ド
ー
ム
）
の
指
定
管
理
に
関

す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
理
由
に
つ

い
て
は
、
こ
の
５
年
間
の
活
動
実

績
に
お
い
て
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
の
高
評
価
や
、
経
費
節
減
効

果
も
約
５
８
０
０
万
円
に
上
る
こ

と
、
四
半
期
ご
と
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
も
問
題
が
無
か
っ
た
こ
と
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
が
職
員
の

働
く
環
境
に
つ
い
て
把
握
し
て
お

ら
ず
、
行
政
が
低
賃
金
で
働
か
せ

る
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
進

め
る
も
の
で
極
め
て
問
題
で
す
。

　

ま
た
、
専
門
性
、
継
続
性
の
観

点
か
ら
も
５
年
ご
と
に
変
更
さ
れ

る
指
定
管
理
者
制
度
自
体
、
児
童

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

市
の
職
員
自
ら
が
高
い
専
門
性

を
発
揮
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
市
が
し
っ
か
り
と
責
任
を

果
た
す
よ
う
求
め
て
反
対
し
ま
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
指
定
管
理
者
候

補
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
書

類
審
査
や
事
業
計
画
書
に
基
づ
く

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、「
株
式

会
社
こ
ど
も
の
森
」
を
候
補
者
に

し
た
も
の
で
す
。

　
「
株
式
会
社
こ
ど
も
の
森
」
は
、

平
成
22
年
度
の
指
定
管
理
者
の
導

入
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
施
設
の
利
用
者
数
は
、
平

成
23
年
度
の
利
用
者
数
が
全
国
第

５
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
こ
こ
数

年
、
常
に
県
内
ベ
ス
ト
３
の
利
用

者
実
績
を
誇
る
な
ど
、
市
を
代
表

す
る
施
設
と
し
て
、
市
内
外
を
問

わ
ず
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

豊
富
な
運
営
実
績
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向

上

が

期

待

で

き

る

点

を

評

価

し

賛

成
（

新

政

の

会

）

豊
富
な
運
営
実
績
の
下
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
安
定
し
た
運
営
が
見
込

め
る
と
共
に
、
よ
り
一
層
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る

点
を
評
価
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
20
年
に
景
観
法

に
基
づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、

平
成
24
年
度
に
は
、
景
観
法
に
基

づ
く
春
日
部
市
景
観
計
画
お
よ
び

春
日
部
市
景
観
条
例
を
制
定
し
、

良
好
な
景
観
形
成
の
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い

て
は
、
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
よ
り
規
制
・
誘
導
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
本
市
の
実
情
に
合
わ

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
春
日
部
市
景
観
計

画
に
則
し
た
景
観
形
成
を
図
る
た

め
、
埼
玉
県
よ
り
権
限
移
譲
を
受

け
、
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
屋

外
広
告
物
に
つ
い
て
の
必
要
な
規

制
を
行
い
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、

風
致
の
維
持
や
公
衆
に
対
す
る
危

害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
景
観
計
画
に
基

づ
く
一
元
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
、

違
反
広
告
物
の
設
置
者
又
は
管
理

者
に
対
し
、
指
導
の
強
化
な
ど
が

屋

外

広

告

物

条
例
の
制
定
を
可
決

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

今
定
例
会
の
日
程

11
月
26
日

○
開
会

〇
閉
会
中
の
特
定
事
件
の
各
常
任

　

委
員
長
及
び
議
会
運
営
委
員
長

　

報
告
と
そ
れ
に
対
す
る
質
疑

○
議
案
第
90
号
か
ら
議
案
第
１
０

　

９
号
ま
で
の
上
程
・
説
明

○
議
案
第
１
１
０
号
か
ら
議
案
第

　

１
１
４
号
ま
で
の
上
程
・
説

　

明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

○
諮
問
第
４
号
か
ら
諮
問
第
７
号

　

ま
で
の
上
程
・
説
明
・
質
疑
・

　

討
論
・
採
決

○
議
案
第
１
１
５
号
及
び
議
案
第

　

１
１
６
号
の
上
程
・
説
明

○
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

　

つ
い
て

11
月
28
日

○
議
案
に
対
す
る
質
疑

12
月
３
日

○
常
任
委
員
会

12
月
５
・
８
・
９
・
11
・
12
日

○
一
般
質
問

12
月
16
日

○
常
任
委
員
長
報
告
と
そ
れ
に
対

　

す
る
質
疑

○
各
議
案
及
び
請
願
に
対
す
る
討

　

論
・
採
決

○
閉
会
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 90 号 屋外広告物条例の制定 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 91 号
職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部改正

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 92 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 93 号
特別職の給与に関する条例及び教育委員会教育長の給与等に
関する条例の一部改正

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 94 号 保育所条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 95 号 市立ふじ学園条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 96 号（仮称）汚泥再生処理センター建設工事請負契約の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 97 号 備後小学校階段室・トイレ棟他改築工事請負契約の議決内容の一部変更（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 98 号 財産の取得［大枝公園整備事業用地］ （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 99 号 指定管理者の指定［春日部第１児童センター］ （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第100号 指定管理者の指定［道の駅「庄和」］ （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第101号
指定管理者の指定［市立武里図書館、市立庄和図書館及び庄和
児童センター］

（教育環境・厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第102号 平成26年度一般会計補正予算（第７号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号 平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第105号 平成26年度介護保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 平成26年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第107号 平成26年度水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第108号 平成26年度病院事業会計補正予算（第３号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第109号 平成26年度下水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第110号 監査委員の選任につき同意を求める［遠藤　眞佐利　氏］ （付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第111号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める［石原　達夫　氏］（付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第112号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める［藤倉　高春　氏］（付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第113号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める［折原　紳浩　氏］（付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第114号 教育委員会委員の選任につき同意を求める［植竹　英生　氏］（付託省略）同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第115号 専決処分の承認を求める（平成26年度一般会計補正予算（第６号））（総　　務）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第116号 国民健康保険条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮　問
諮問第 4 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［川津　仁子　氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 5 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［森田　享二　氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 6 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［町田　輝夫　氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第 7 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める［中田　和代　氏］（付託省略）推薦に賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
請願第 16 号

安全で安心の医療・介護の実現のために夜勤改善と大幅増員を
求める意見書を国・県に提出することを求める請願

（厚生福祉）不 採 択 × × × ○ × × ×

請願第 17 号
慰安婦問題に関する適切な対応を求める意見書を国に提出を
求める請願

（総　　務）継続審査

請願第 18 号
春日部駅に駅の橋上化または東西自由通路を早急に建設する
ことを求める請願

（建　　設）不 採 択 × × × ○ × × ×

請願第 19 号 公民館使用料を無料に戻すこと等についての請願 （教育環境）不 採 択 × × × ○ × × ×

請願第 20 号 小中学校の普通教室にエアコンを設置することを求める請願 （教育環境）不 採 択 × × × ○ × × ×

請願第 21 号
消費税の増税を撤回し、10％への引き上げはやめるよう国に意
見書を提出することについての請願

（総　　務）不 採 択 × × × ○ ○ ○ ×

 １２ 月 定 例 会 　 審 議 結 果

 第 5 回（ 1 0 月 ）臨 時 会 　 審 議 結 果
平成26年第５回（10月）臨時会が 10 月 17 日（金）に開会されました。

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 89 号 平成26年度一般会計補正予算（第５号） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


